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以下の問題から１問選んで答えよ．

問題 1(5ポイント): 単純多角形 Pが点列 P = (p0, p1, . . . , pn−1, pn = p0)で与えられたとする．各点 piの

座標は (xi, yi)とする．この点列は反時計回りに P をたどっていると仮定する．また一般に多角形は

いつでも耳を持つとする．このとき，多角形 P の面積が 1
2

∑n−1
i=0 xi(yi+1 − yi−1)で与えられること

を証明せよ．

問題 2(5ポイント): 単純多角形 Pが点列 P = (p0, p1, . . . , pn−1, pn = p0)で与えられたとする．この点列
は反時計回りに P をたどっていると仮定する．このとき，多角形 P が凸多角形であることを判定す

る線形時間アルゴリズムを与えよ．

問題 3(5ポイント): 講義で説明した Jarvisのアルゴリズムの詳細（特に「紐をかけていく要領」の部分）
を説明せよ．どのようにプログラムとして実装すればよいか．

問題 4(5ポイント): いわゆるマスター定理について調査せよ．それに基づいて，分割統治に基づく凸包を

求めるアルゴリズムがO(n log n)時間で実行できることと，中央値を求めるアルゴリズムがO(n)時
間で実行できることを示せ．（注意：前者の実行時間 T1(n)は T1(n) = 2T1(n/2) + O(n)で，後者の実
行時間 T2(n)は T2(n) = T2(n/5) + T2(3n/4) + O(n)であった．これらは本質的にどう違うのか？）


